
                     

                     

                     

                     

                     

読者の皆さま ありがとうございます

感
謝
の
気
持
ち
込
め
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

次
号
は
８
月
２６
日
（土
曜
）に
発
行
し
ま
す

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

交
通
安
全
協
会
へ
広
報
車
寄
贈

名

古

屋

守
山
Ｌ
Ｃ

結
成
５５
周
年
記
念
し
８
台
目

親
子
で
学
べ
ば
楽
し
い
よ

地域のつながり目指し
鳥羽見学区で音楽イベント

                     

                     

特
等
の
「
ス
テ
ィ
ッ
ク
ク
リ
ー
ナ
ー
」

１等と３等の「ＪＴＢ旅行券」

２
等
の
「
衣
類
ス
チ
ー
マ
ー
」

４
等
の
「
ハ
ン
デ
ィ

ー
チ
ョ
ッ
パ
ー
」

　
お
か
げ
さ
ま
で
―
。
「
守
山
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
」
は
き
ょ
う
、
通
算
７
０
０
号
を
発
行
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
〝
地
域
に
愛
さ
れ
る
新
聞
づ
く
り
〟
を
進
め
て
い
き
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
読
者
の
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
、
抽

選
で
当
た
る
記
念
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
企
画
し
ま
し
た
。
ど
し
ど
し
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
「
守
山
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
」

の
第
１
号
は
、
１
９
８
５
（
昭

和
�
）
年
�
月
�
日
。
さ
ら
に

身
近
な
情
報
を
皆
さ
ん
へ
伝
え

よ
う
―
地
元
中
日
新
聞
販
売
店

の
思
い
が
き
っ
か
け
で
、
当
時

は
４
万
１
千
部
を
月
１
回
発
行

し
て
い
ま
し
た
。

　
現
在
は
毎
月
第
２
・
４
土
曜

（
１
月
は
５
日
と
第
４
土
曜
、

�
月
は
第
２
土
曜
の
み
）
に
、

守
山
区
全
域
の
中
日
新
聞
読
者

へ
無
料
で
配
布
。
�
（
平
成

�
）
年
の
創
刊
�
周
年
に
は
、

い
ま
で
は
お
な
じ
み
の
全
面
カ

ラ
ー
と
な
り
、
読
者
の
方
々
か

ら
は
「
写
真
や
広
告
が
見
や
す

い
」
と
い
っ
た
声
を
多
く
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
中
日
新
聞
守
山
販
売
店

連
合
会
は
こ
の
ほ
ど
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
名
称
を
「
中
日
も
り

や
ま
」
に
変
え
て
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
。
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い

っ
た
同
会
が
催
す
イ
ベ
ン
ト
、

学
区
情
報
な
ど
を
紹
介
し
て
い

る
ほ
か
、
本
紙
の
バ
ッ
ク
ナ
ン

バ
ー
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。ぜ
ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
も
〝
地
域
密
着
〟

を
忘
れ
ず
、
で
き
る
限
り
充
実

し
た
紙
面
づ
く
り
を
心
掛
け
て

い
き
ま
す
。
引
き
続
き
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
　
　
　
　
◇

　
〈
通
算
７
０
０
号
記
念
プ
レ

ゼ
ン
ト
〉

　
【
特
等
】
Ｄ
Ｙ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
　
Ｖ

６
　
ス
テ
ィ
ッ
ク
ク
リ
ー
ナ
ー

（
１
名
さ
ま
）

　
【
１
等
】
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
行
券
　

３
万
円
分
（
１
名
さ
ま
）

　
【
２
等
】
Ｐ
ａ
ｎ
ａ
ｓ
ｏ
ｎ

ｉ
ｃ
　
衣
類
ス
チ
ー
マ
ー
（
３

名
さ
ま
）

　
【
３
等
】
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
行
券
　

１
万
円
分
（
３
名
さ
ま
）

　
【
４
等
】
Ｔ
―
Ｆ
ａ
ｌ
　
ハ

ン
デ
ィ
ー
チ
ョ
ッ
パ
ー
（
�
名

さ
ま
）

　
【
Ｗ
チ
ャ
ン
ス
賞
】
ジ
ッ
プ

ロ
ッ
ク
　
フ
リ
ー
ザ
ー
バ
ッ
グ

（
１
０
０
名
さ
ま
）

　
応
募
は
、
中
日
新
聞
守
山
販

売
店
連
合
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
「中
日
も
り
や
ま
」で
検
索
、

ま
た
は
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読

み
取
り
）
専
用
フ
ォ
ー
ム
と
、

は
が
き
で
受
け
付
け
ま
す
。

　
は
が
き
は
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
職
業
・
電
話
番
号
・
お
近

く
の
中
日
新
聞
販
売
店
名
を
明

記
し
て
、
〒
４
６
３
―
０
０
０

７
、
松
坂
町
３
５
２
、
守
山
ホ

ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
「
７
０
０
号
記

念
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
係
へ
。

　
と
も
に
９
月
９
日
（
土
、
必

着
）
締
め
切
り
。
発
表
は
本
紙

の
紙
面
と
同
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
で
行
い
ま
す
。
ま
た
、
賞
品

の
色
や
形
な
ど
一
部
写
真
と
異

な
る
場
合
が

ご

ざ

い

ま

す
。
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

　
▽
大
島
一
義
さ
ん
＝
太
田

井
＝
の
投
稿
写
真
①

　
裏
庭
の
囲
い
で
ク
マ
ゼ
ミ

が
羽
化
。
午
後
八
時
半
過
ぎ

で
、
あ
ま
り
に
も
早
い
時
間

に
驚
き
ま
し
た
。

◇
　
　
　
◇

　
▽
坂
下
信
夫
さ
ん
＝
菱
池

町
＝
の
投
稿
写
真
②

　
大
須
商
店
街
の
氷
ま
つ
り

で
―
。
体
温
だ
け
で
溶
か
し

て
氷
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
取
り
出

せ
た
ら
…
の
一
枚
で
す
。

◇
　
　
　
◇

　
▽
金
井
充
さ
ん
＝
鳥
羽
見

２
＝
の
投
稿
写
真
③

　
四
角
す
い
に
き
れ
い
に
刈

り
込
ま
れ
た
植
木
の
ア
ー
ト

で
す
。

◇
　
　
　
◇

　
▽
奥
村
勝
志
さ
ん
＝
森
孝

２
＝
の
投
稿
写
真
④

　
甘
い
香
り
に
誘
わ
れ

た
？
珍
し
く
セ
ミ
の
抜

け
殻
が
ユ
リ
（
カ
サ
ブ

ラ
ン
カ
）の
花
の
中
に
。

◇
　
　
　
◇

　
▽
内
藤
種
子
さ
ん
＝

川
上
町
＝
の
投
稿
写
真

⑤　
観
賞
魚
・ベ
タ
の
「ベ

タ
男
」
で
す
。
た
た
く
よ
う

な
音
を
出
す
の
で
、
餌
の
時

間
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。

◇
　
　
　
◇

　
「
え
っ
!?
」
と
び
っ
く
り

し
た
り
、
思
わ
ず
笑
っ
て
し

ま
う
よ
う
な
写
真
は
あ
り
ま

せ
ん
か
―
。
本
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
あ
な
た
が
日
常
生
活
で

と
ら
え
た
〝
ス
ク
ー
プ
〟
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
応
募
は
郵
送
、
ま
た
は
メ

ー
ル
で
。
郵
送
は
写
真
の
ほ

か
、
別
紙
に
①
住
所
②
氏
名

（
匿
名
希
望
の
方
は
ペ
ン
ネ

ー
ム
も
）
③
電
話
番
号
④
写

真
の
説
明
や
コ
メ
ン
ト
な
ど

を
明
記
し
て
、
〒
４
６
３
―

０
０
０
７
、
松
坂
町
三
五

二
、
守
山
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス

「
紙
上
写
真
展
」
係
へ
。

　
メ
ー
ル
は
、
件
名
に
「
紙

上
写
真
展
」
、
本
文
に
（
必

ず
）
①
か
ら
④
、
写
真
デ
ー

タ
を
添
付
し
て
＝
ｍ―
ｈ
ｏ
ｍ

ｅ
ｎ
ｅ
ｗ
ｓ
＠
ｄ
ｕ―
ｎ
ｅｔ．
ｎ
ｅ．ｊ
ｐ

＝
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
携
帯
電
話
の
カ
メ
ラ
で
撮

影
し
た
写
真
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

た
だ
し
、
内
容
や
画
質
に
よ

っ
て
は
掲
載
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

鳥羽見学区の夏祭りに守山西中ジ
ャズアンサンブル部が初登場した

舞台に向けて発声や発
音の練習をする受講者

「楽しい」といった声も聞かれる
親子いけばな体験教室

鈴木会長㊨が
西脇会長へ目
録を手渡した

　
地
域
の
つ
な
が
り
を
目
指
す

音
楽
イ
ベ
ン
ト
が
先
月
二
十
二

日
、
鳥
羽
見
小
学
校
＝
鳥
羽
見

二
＝
を
会
場
に
し
た
学
区
の
夏

祭
り
で
行
わ
れ
、
守
山
西
中
学

校
ジ
ャ
ズ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
部
が

演
奏
を
披
露
し
た
。

　
同
学
区
連
絡
協
議
会
は
、
地

域
か
ら
な
く
な
っ
た
子
ど
も
会

に
代
わ
る
交
流
の
場
「
鳥
羽
見

キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
」
を
考
案
。
こ

と
し
二
月
に
は
第
一
回
の
催
し

と
し
て
体
を
動
か
す
ゲ
ー
ム
大

会
を
開
き
、
幼
児
か
ら
高
齢
者

ま
で
多
数
が
参
加
し
た
。

　
続
く
今
回
の
音
楽
イ
ベ
ン
ト

は
、
出
演
す
る
中
学
生
の
姿
を

見
る
こ
と
で
、
後
輩
に
当
た
る

子
ど
も
ら
が
誇
り
に
感
じ
て
ほ

し
い
な
ど
の
思
い
か
ら
企
画
。

夏
祭
り
の
主
催
者
で
も
あ
る
同

学
区
連
絡
協
議
会
が
、
守
山
西

中
へ
依
頼
し
た
。

　
演
奏
に
は
五
十
人
の
部
員
が

登
場
し
、
「
シ
ン
グ
・
シ
ン
グ

・
シ
ン
グ
」
や
「
バ
ー
ド
ラ
ン

ド
」
と
い
っ
た
曲
を
次
々
と
披

露
。
周
り
を
取
り
囲
ん
だ
た
く

さ
ん
の
来
場
者
か
ら
は
リ
ズ
ム

に
合
わ
せ
た
手
拍
子
の
ほ
か
、

ア
ン
コ
ー
ル
を
求
め
る
声
も
起

こ
っ
て
い
た
。

　
部
長
の
柳
沼
灯
さ
ん
（三
年
）

は
「
演
奏
を
聴
い
て
く
れ
た
子

た
ち
が
、
い
ず
れ
仲
間
に
な
っ

て
く
れ
る
と
う
れ
し
い
」
と
笑

顔
。
ま
た
、
同
学
区
連
絡
協
議

会
の
大
脇
弘
会
長
は
「
子
ど
も

の
時
か
ら
地
域
的
な
つ
な
が
り

を
考
え
て
い
く
こ
と
は
大
切
だ

と
思
う
」
と
話
し
て
い
た
。

　
名
古
屋
守
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
（
鈴
木
英
男
会
長
）
は
、

広
報
車
一
台
を
守
山
尾
張
旭
交

通
安
全
協
会
へ
寄
贈
。
贈
呈
式

が
先
月
十
日
、
守
山
警
察
署
＝

脇
田
町
＝
で
開
か
れ
た
。

　
同
ク
ラ
ブ
が
、
本
年
度
に
迎

え
る
結
成
五
十
五
周
年
の
記
念

事
業
と
し
て
行
っ
た
も
の
。
こ

れ
ま
で
も
「
ラ
イ
オ
ン
号
」
と

名
付
け
た
車
を
贈
っ
て
お
り
、

八
台
目
。
会
員
た
ち
は
交
通
事

故
死
ゼ
ロ
の
日
に
合
わ
せ
、
ラ

イ
オ
ン
号
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル

も
一
九
七
一
（
昭
和
四
十
六
）

年
か
ら
続
け
て
い
る
。

　
玄
関
前
で
の
式
に
は
会
員
や

署
員
ら
約
三
十
人
が
出
席
し
、

鈴
木
会
長
が
守
山
尾
張
旭
交
通

安
全
協
会
の
西
脇
司
会
長
へ
目

録
を
贈
呈
。
同
ク
ラ
ブ
に
感
謝

状
が
贈
ら
れ
た
ほ
か
、
渡
邊
泰

輔
署
長
が
「
安
全
協
会
と
足
並

み
を
そ
ろ
え
、
交
通
事
故
防
止

に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。
ま
た
、
交
通
安
全

パ
ト
ロ
ー
ル
へ
の
出
発
式
も
催

さ
れ
、
出
席
者
が
拍
手
と
敬
礼

で
送
り
出
し
た
。

　
新
ラ
イ
オ
ン
号
は
自
主
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
使
用
の
認
可
も
受

け
、
青
色
回
転
灯
を
装
備
。
鈴

木
会
長
は
「
交

通
安
全
の
啓
発

だ
け
で
な
く
、

防
犯
活
動
に
も

使
っ
て
い
た
だ

け
る
と
の
こ
と

で
あ
り
が
た

い
。
地
域
の
安

全
へ
の
一
助
と

な
れ
ば
」
と
話

し
て
い
た
。

　
『
竹
取
物
語
』
の
原
文
な
ど

日
本
語
の
美
し
さ
に
触
れ
、
伝

え
よ
う
と
す
る
「
語
り
教
室
」

が
、
先
月
四
日
か
ら
大
森
会
館

＝
大
森
二
＝
で
催
さ
れ
て
お

り
、
区
内
の
小
学
生
と
保
護
者

ら
十
人
が
九
月
の
発
表
会
に
向

け
て
励
ん
で
い
る
。

　
日
本
舞
踊
瑞
鳳
流
＝
日
進
市

＝
事
務
所
が
文
化
庁
文
化
芸
術

振
興
費
補
助
金
を
受
け
、
開
い

て
い
る
も
の
。
講
師
は
「
こ
と

ば
の
ま
な
び
や
」
主
宰
者
で
、

や

お

区
内
在
住
の
白
樺
八
�
さ
ん
が

務
め
て
い
る
。

　
小
学
二
―
五
年
生
を
は
じ
め

と
し
た
受
講
者
は
、
学
校
へ
配

ら
れ
た
チ
ラ
シ
ほ
か
を
見
て
応

募
。
週
一
回
の
ペ
ー
ス
で
集
ま

り
、
表
現
力
を
意
識
し
た
発
声

練
習
な
ど
に
二
時
間
取
り
組
ん

で
い
る
。
「
千
年
以
上
前
に
書

か
れ
た
原
文
を
読
む
舞
台
は
珍

し
い
で
す
し
、
言
葉
の
美
し
さ

や
リ
ズ
ム
の
楽
し
さ
を
伝
え
ら

れ
る
と
思
う
」
と
白
樺
さ
ん
。

　
成
果
の
披
露
は
九
月
三
日

（
日
）
、
ア
ー
ト
ピ
ア
ホ
ー
ル

＝
中
区
栄
三
＝
で
の
「
日
本
の

伝
統
文
化
を
未
来
の
子
ど
も
た

ち
へ
～
芸
術
鑑
賞
会
」
。
ま
た

箏
曲
や
日
本
舞
踊
な
ど
、
市
内

各
地
で
同
様
に
学
ん
だ
子
ど
も

た
ち
も
多
数
出
演
す
る
。

　
午
前
十
時
半
開
場
、
同
十
一

時
開
演
。
チ
ケ
ッ
ト
は
一
般
千

円
、
小
学
生
以
下
五
百
円
、
未

就
学
児
無
料
。
問
い
合
わ
せ
は

白
樺
さ
ん
＝
携
帯
０
９
０
―
４

２
５
７
―
９
１
９
２
＝
へ
。

◇
　
　
　
　
◇

　
ま
た
、
文
化
庁
文
化
芸
術
振

興
費
補
助
金
に
よ
る
「
親
子
い

け
ば
な
体
験
教
室
」
が
清
水
屋

藤
ケ
丘
店
＝
森
孝
東
一
＝
文
化

教
室
で
開
か
れ
て
お
り
、
参
加

者
を
追
加
募
集
し
て
い
る
。

　
日
本
の
伝
統
文
化
に
触
れ
、

自
然
を
大
切
に
す
る
心
を
培
っ

て
も
ら
う
こ
と
な
ど
を
目
的
に

「
名
古
屋
東
親
子
い
け
ば
な
体

験
教
室
」
が
主
催
。
季
節
に
合

わ
せ
た
作
品
作
り
を
楽
し
み
、

生
け
花
の
基
本
が
学
べ
る
内
容

と
な
っ
て
い
る
。

　
開
催
日
時
は
八
月
二
十
七

日
、
九
月
十
日
、
十
月
一
・
二

十
二
日
、
十
一
月
二
十
六
日
、

十
二
月
十
七
日
、
一
月
十
四

日
、
い
ず
れ
も
日
曜
で
午
前
十

時
半
―
正
午
。
通
し
で
参
加
で

き
る
就
園
児
（
三
歳
）
か
ら
高

校
生
ま
で
の
子
ど
も
と
、
そ
の

家
族
が
対
象
。

　
参
加
無
料
。
た
だ
し
花
材
費

一
回
一
作
品
分
千
円
（
親
子
な

ど
共
同
の
一
作
品
や
、
二
作
品

で
も
可
）
。
初
参
加
の
人
は
、

花
袋
代
五
百
円
が
初
回
に
必
要

と
の
こ
と
。
問
い
合
わ
せ
・
申

し
込
み
は
池
坊
い
け
ば
な
教
室

の
太
田
ひ
ろ
子
さ
ん
＝
☎
（
７

７
２
）
０
８
０
３
＝
へ
。
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